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				このページは検証済みです
の敎訓は、之を學校に於てせず。而して善惡邪正の自家の槪念を成せる、種々の原素を分析するの日に至りて、始めて、此槪念を予の鼻腔に吹き入れたるものゝ、實に武士道なりしことを知れり。

　予が此一小册子を述作するに至りたる直接の動機は、荆妻の屢ば予に問ふに、日本に行はるゝ彼此の思想習慣の理由根據を以てするに在りき。

　ド、ラヴェレー氏及び荆妻に對し、滿足なる解答を與へんとするに當りて、予は知りぬ、先づ封建主義と武士道の何物たるかを了知するに非ずんば、即ち現時日本の道德思想は、一の秘本にして、繙き窺ふべからざるものなることを。

　予の病痾久しく愈えず、爲に疎懶日を銷するの止むを得
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